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夜の交流会で京都との交流を検討

　京都市伏見区の商店街では、龍谷
　大生がミカンとリンゴを販売した。
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ミニコミ 【カラー版】

火の川

ミカンのコンテナに、もみ殻を使ってリンゴ詰め（長野県小布施町）

うがい茶の贈呈式

【写真提供：泉支所さま】

日本舞踊などが披露された

【写真提供：東陽支所さま】
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教科書へ掲載うれしい♪

中・高校は㈱ぎろが掲載予定

１２月６日、東陽校区福祉推進協議

会主催による第１２回「ひとり暮らし高

齢者のつどい」が開催され、町内の７

０ 歳以上のひとり暮らし高齢者３４人

が参加した。

交流会では、町内保育園児のお遊

戯や、日本舞踊などが披露。参加者

は、元気な子どもたちと一緒に手遊

びをして楽しんだ。

昼食には食改グループによる汁物

も振舞われたほか、カラオケやお楽

しみ抽選会も開催され、笑顔あふれ

る時間を過ごした。

ひとり暮らし高齢者のつどい

東陽校区福祉振興協議会

うがい用のお茶を贈呈

泉町茶業振興協議会

１１月２２日、鏡支所において泉町

茶業振興協議会から中村市長へ、

「うがい用のお茶」の贈呈

式が行われた。

これは、お茶に含まれる

カテキンやフッ素などの成

分が、インフルエンザ感染

予防や虫歯予防に、効果

的だと言われていることによる。

同協議会の贈呈は今回で８回目で、

市内の幼稚園、小・中学校の子ども

たちの健康づくりに活用される。
わらしべ便、トラックの旅2,500㎞

日本海経由で、京都に仕掛ける♪

UFOが八代侵略？
光の玉が５つに分裂！

１１月２９日の夜７時半ころ、柔道の

練習の帰りに有佐駅の近くで、車の

中からUFOらしき物体を見た。

最初はすごく大きな光の玉だった。

そしてよく見ると、どんどん光が弱まり、

次は赤と青の光を出してピコピコ光ら

せ、ものすごいスピードで飛んで行っ

た。すると、その光の玉が５つに分か

れ、八代の方へ飛んで行った。

飛行機だったら、５つにも分かれな

い。だから、ぜったいにUFOだと思う。

家に帰って家族に話した。みんな

信じなかったけど、たぶんUFOだ。

みんなも夜の空を見たら、ふしぎな

物体が見えるかもしれない。

【宮原小５年：四宮裕宣】

SDGsで、未来を拓く。
(株)氷川のぎろっちょ設立２周年およ

びSDGｓまちづくりアイディアコンテス

ト最優秀賞受賞記念フォーラム

１．日 時：2020年2月23日（日）

9:30～11:50

２．場 所：熊本県立劇場大会議室

３．内 容：３部構成

・第１部：地方創生・SDGsの概要説明

～田中由紀氏（内閣官房まち・ひと・し

ごと創生本部事務局次長）

・第２部：まちの課題解決・探究コース

の活動報告（1～4期生）

・第３部：パネルディスカッション

テーマ：「SDGsを使いこなす」企業が

勝ち抜く、「SDGsに参加する」高校生

が入試に勝つ

パネラー

・田中由紀氏（ 前 同 ）

・根岸裕孝氏（宮崎大学副学部長）

・西 泰弘氏（鎮西高校教頭補佐）

・竹山実李（㈱ぎろ社長）

・堀川桃子（㈱ぎろ地域づくり部長）

コーディネーター

・岩本 剛（東洋大学非常勤講師）

４．参加費：無料

５．申込み：宮原販売センター

ただし、定員１５０人に

なり次第締め切り

１２月１７日の夜、トラックに氷川町と東陽町の柑橘類1,400㎏を積み、長野県

小布施町へ向けて出発。途中、若狭湾岸道路でインターンOBと合流し、小布施

町到着後にリンゴ1,500㎏を積替えた。２０日の早朝に氷川町に到着し、往復

2,500㎞のトラックの旅であった。【岩本剛】

【教科書への掲載】上記の教科書は、２０２０年度から小学校で使用される。一

方で、２０２１年度から中学校の公民の教科書と、２０２２年度から高校の公共の

教科書に、㈱氷川のぎろっちょが掲載予定で、３年連続となる見込み。

１２月３０日の熊日に、私たちが

３年生の時に作ったグラフが、算

数の教科書に使われることが紹

介された。

教科書で使われることは、統計

グラフの表彰式が終わってから

数日後に決まったらしい。そのこ

とを聞いた時はびっくりしたけど、

とてもうれしかった。

今の２年生が使うことになるけど、

多くの学校で使われて、宮原小

学校が有名になって欲しい。

トラックでの小布施町往復は、１０年

振りで３回目。例年、宅配便を使って

荷物のやり取りを行っており、３ｔ程度

の荷物がなければトラック運航は赤

字となる。

しかしながら、ミカンやリンゴ等の販

路を開拓すべく、昨年度より日本海

側の地域を検討。そして今回、イン

ターンOBが居住する京丹後市との

交流と、周辺地域の情報収集を目的

として運航した。わらしべ交流は、双

方に営業マンが存在することで、１年

を通じた物産交流が可能となるのだ。

小布施町に到着した夜は、交流先

のいいだん会と懇親会を行い、京丹

後市との交流を次回からスタートする

ことを検討。また、今月開催される小

布施町のイベントで、京丹後市の物

産販売が決定した。

なお、今回は京都市伏見区の商店

街で、龍谷大生にミカンとリンゴの販

売を依頼。数量は100㎏程度であっ

たが、販路拡大へ向けて少しずつ前

進したい。



　

㈱氷川のぎろっちょが、見開き６ページで掲載されたソトコト248号

ファーストペンギンになる⑩
３期生が幹事で忘年会、１年を振り返る♪

連
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㈱氷川のぎろっちょが、６ページで紹介♪
フェイスブック・３日間で「いいね」500件にシェア70件

経験を積んだよ！名古屋市立大学でスピーチ
子記者県外研修レポート③～八代中２年：寺岡拓海

◆一朝一夕にはいかない民主化

アメリカ合衆国の外交政策は、ブッ

シュ政権以降「民主化支援」を重視

している。イラク、アフガニスタン、ア

ラブ世界の幾つかの国で民主化の

支援が行われてきた。

しかし、ほとんどがうまく行っていな

い。Walterによれば、民主主義の確

立は時間が掛かるめんどくさいプロ

セスだから、である。

日本の歴史を振り返っても、1890

年に明治憲法が施行、帝国議会が

開設。政府と議会や政党の間の抗

争があり、学者や一般市民レベルに

よる政治参加拡大の試みはその後

数十年続く。

【人生のまくら話⑧～鈴嶋克太】
民主主義はめんどくさい～カギは『教育』

１２月２１日、まちの課題解決コー

ス１・３・４期生の忘年会を宮原販売

センター前のビニールハウスで行い、

保護者を含め２１人が参加した。

合同忘年会は初めてで、様々な段

取りを上手くこなせるよう３期生が幹

事となって準備。乾杯後も、後輩や

保護者へ気配りを心がけていた。

その後、４期生から順に１年を振り

返っての感想や次年度への意気込

みを語った。また、保護者からは、小

４から高２まで学校や学年が違う環

境で、子どもの学びの姿勢や成長を

感じたなどの発言があった。

以下、４期生の忘年会後の感想。

・発表で少ししか話せなかったので、

次はいっぱい話せるようにしたい

・１・３期生の取り組みがわかり、先輩

からの情報をもとに考えたい

・４期生は座っているだけだったけど、

３・１期生は机や椅子をスムーズに

運んでいたのですごいと思った

・先輩たちの足を引っ張らないように、

がんばりたい

毎年１２月は、「今年一年、実はそ

んなに学んでないのでは？」「少しも

成長してないのでは ？」との思いに

肩を落とし、暗澹とする。

ところが昨年末、そんな気持ちが

スカッと晴れ、光明が差す思いをし

た。「アメリカの外交政策」という授

業 で 、 Walter Russel Mead 著 の

“The Paradox of American

Democracy Promotion (アメリカの民

主化支援というパラドックス)”という

記事を読んだ時のことである。

外国の介入による政権転覆や民主

化支援により成し遂げるのは難しい

のである。

◆民主主義に不可欠な教育

民主主義が民主主義であるために

は、無理に議会や行政府といった形

だけを作るだけでは不十分だ。形が

整っても、使い方や、あるいは改善

するための方法を人々が知らなけれ

ば意味がない。

Walterは、当事国において民主主

義に基づいた教育を促進する、ある

いは若者の海外留学を支援し、民

主主義的価値観の拡散を促進する

ことが大事であるという。

そこに住む人々が、暴力・金権・汚

職などに拠らず、自らの言論と行動

により政治に参加しよう、という態度

や能力を持つことが必要、ということ

だ。

知識を増やすこと以上に、情報を

収集・理解・分析し、自分の言葉で

言語化することを重視するアメリカの

大学。確かに、お金、時間、労力は

かかっているが、そのような環境で

育まれる態度こそが、人々を民主主

義の大事な構成員にするだと思う。

実際に血が流れることもあり、戦時

中は民主主義が後退したりし、戦後

ようやく現在の憲法・国会が整うので

ある。当事国の国民で何十年もか

かって作り上げる民主主義体制を、

昨年１１月３０日から２日間の取材を

受けたまちづくり雑誌「ソトコト」が、１

月５日より発売（1,019円）された。今

回のテーマは「参加したくなるローカ

ルプロジェクト」で、６ページの特集

記事が㈱氷川のぎろっちょほか７本

が掲載されている。

今月７日に同誌のフェイスブックで

㈱ぎろが紹介されると、３日間で「い

いね」が約500件、シェアが７０件。他

の記事の５倍以上で、過去８年間で

最高の共感度とのこと。

２日目の名古屋市立大学の地方自

治の授業で、竹山社長とスピーチを

行った。社長は子ども記者クラブと課

題解決コース１期生について、私は

３期生の活動についてだ。

最初は事前に台本も作っていたか

らか、変な自信があった。しかし、い

ざ壇上に立つとさっきまでの自信が

消え、代わりに緊張や不安といった

マイナス思考でいっぱいになった。

そのせいで、事前に作っていた台

本もあまり役に立たずに、資料をそ

のまま読み上げてしまう形になってし

まった。しかも、真っすぐ見て話せて

いなかったり、言葉が詰まってしまっ

たりと、あまり上手にできなかった。

しかし、それでも最後までスピーチ

することができ、自分のできる限り３

期生の活動や課題をアピールできた

と思う。

その後、大学生３チームが氷川町

の課題と提案のプレゼンを行った。

大学生はしっかり前を見て話し、言

まることさえ無くスラスラと話していた

野江、とても凄いと思った。

また、スライドを活用したりレーザー

ポインターで指図したりと、分かりや

すい説明だった。

授業後、大学生からの授業の感想

を見ていると、「自分が子どもの頃に

はなかったので、羨ましい」。また、

「ずっと清掃作業だけしていても、捨

てる人は永久に減らないのでは？」

という意見もあったので、３期生で対

策を考えて行こうと思った。

今回のこの研修やスピーチを経て

学んだことは、台本通りに進まなくて

もスラスラと話せるように練習すること。

また、指図しながら話すことは、活動

報告会の時に使えると思うので、早

速使えるようにしたいと思う

不安や心配という気持ちはあっても、

「自分は絶対できる！」という自信を

持つことも大切だと思った。

【八代中２年：寺岡拓海】
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いわっちょの面白写真
～大阪は、ネタだらけだ～

大阪市役所のカウンターで、パンフ

レット持ち帰りのご案内。よく見ると、５２

（ご自由に）お持ち帰りください（笑）

一方、大阪の地下鉄の車両のデザイ

ンが派手で、マラソン大会のPRと思い

きや、駅や構内ではランナーにならな

いでというもの。みんながネタにしようと、

楽しんでいる？(#^^#)


